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公益社団法人 日本山岳・スポーツクライミング協会 

令和４年度 第７回 ハイブリッド理事会議事（抄録） 

 

〇日  時：令和4 年 ９月８日(木) 14:05～18:20 

〇場 所：JSOS ビル３F 会議室２とWeb の ハイブリッド会議 

○出席者 ：丸会長、亀山、小日向、古賀各副会長、小野寺専務理事、 

村岡、相良、蛭田、濱田、赤尾、町田各常務理事、前田、山本、青山 

水村(途中退席)、栗田，山口、六角、水島、野村、小竹、笹生、原、小高、

望月、丸山、中橋各理事 

中畠、古屋、佐久間各監事 

１．開 会 

２．会議成立状況報告 

理事数 28名中27名出席 監事数 3名中3名出席

(定款第 33 条、定足数=15 名(1/2 以上)) 

３．議長選出 

丸会長が議長を務める。(定款第３２条)  

４. 議事録署名人 

会長及び監事(定款第 34 条) 

ホストは小野寺専務理事が務める。   

５．議 題（注.審議順に記載） 

議案第1号 議事録の承認について 

   令和4年度第6回理事会議事録の承認について（事前送付済） 

   異議なく承認された。 

議案第2号 2023年八王子ＷＣ開催について 

    監事及び理事から様々な意見が出たが、今回は状況説明にとどめ、次回理事会 

である10月13日（木）に、SCと財務委員会で予算収支の数字を取りまとめた上 

で審議することになった。併せて、国内大会で取りやめるなら、どの大会をや 

めるのかなどを用意したうえで決議するという方向性が出された。 

 

  次回理事会（10月13日）において資料を整備して、審議、採決することについ

ての決議を取り、承認された。 

 

議案第4号 組織基盤強化支援事業助成金交付決定について 

      赤尾事務局長が、配布済資料を基に説明した。助成金3,375万円に関して、 

      事業（ユース世代のキャリアアップシステム構築、登山者、山岳スポ― 

ツ競技者、各種指導者のデジタルプラットフォーム構築）をプロジェクト   

チーム（複数委員会をまたぐ）を作って進めることの提案がされ、異議なく 

承認された。       

 

議案第3号 ＪＭＳＣＡと加盟団体振興推進ＰＴ進捗（中間報告）について 

      青山理事が、画面で、アンケートのまとめの中間報告を行った。 

     さまざまな問題点や、ＪＭＳＣＡと岳連との関係、規則についての問題点、

選手登録の問題点等の説明がされた。当内容を岳連に情報提供することにつ
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いて、異議なく承認された。 

 

議案第5号 名義後援（雪崩事故防止研究会への後援）の承認について 

      町田常務理事が、配布資料を基に説明をしたのち、採決をとり、反対となっ 

      った。 

 

議案第6号 自然保護指導員の腕章ロゴについて 

     前田理事、蛭田常務理事が、配布資料（ＣＩマニュアル）を基に説明し、 

すべて白抜き文字でよいか提案され、異議なく承認された。 

         

議案第7号 テレワーク就業規則の新設と就業規則の変更について 

      赤尾事務局長が、配布資料を基に説明し、異議なく承認された。 

       

６．その他  

事務局改造は 8月27日に完了した。 

HPは9月中に、リニューワル版をリリース予定。 

 

後援名義申請許可については、規程を設けたほうが良いのではないか. 

 作成したほうが良いので、検討していく。（注 規程があることが後日判明

した。） 

 

    消費税のインボイス制度導入に伴う準備について 

 課税事業者の調査を開始し、どう対応していくかの対策を 

作成していく（事務局）。 

 

７．丸会長挨拶 

先日岩手県にいき、地方岳連の皆様の声を聴くことができた。体調を壊さず何とか 

乗り切ることができた。一方で為替が140円/ドルを超え、8月に危惧していた資材費 

や人件費が高騰する経済環境となり、経費や収益を厳しく見ていかなくてはならな

い状況となってきた。本日もよろしくお願いします。 

   

以 上 

        


